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シュタイナーの湿布療法 (その 2)
一―オイルクロス (精油を彦み込ませた布)を使った湿布療法の基本技術とその処方―

伊藤 良 子

ルえ下1ま,「MOnika Fingado (2001),′Fllerapeutische W▼ickd ull(l Konlpressen,Natura Verlag」 よ り,

著者と出版社の許諾を得て一部を訳出したものてある ti重 力′ヨ内,は 訳者とと

I.オ イルクロス

オイル 4ここでは,「キャリアオイルにエツセンシャルオイルを敬%～ 数 10%の 割合で混入した

もの」を指す)を 浸透させたクロス 1末綿製のやや薄手の布)を 温めて,暖 かい小さな保温用のク

ッションと ―緒に皮膚に当て、数時間以 L姑用します,

1)治 療領城

この形のオイルを使った治療はゃオイルを教時間以上、柔らかい暖かさで作用させたい時に選択

される:ヴ ェータマン・ハウラュ方式リズムオイリング (lhythmische Einreibung nach Wegman

Hauschka)によってゃ身体に活動性を与えるのが望ましくない場合の疼痛部位や・触れることに過

後になっているような部位に特に適していると

オイルクロスはマイルドな温かさをもたらす.最 も好まlンく快い手当ての中の一つである=ま た

家庭でクライエントが自分で簡単に行なうこともできる

村、達は多種類のオイルを扱うが、 と
さ
れも自然井にある (人工でない》脂肪分の多いオイルをキャ

リアオイルとして使用している.例 えば, オリーブオイル ア ーモンドオイル. ピーナッツオイル

などを用い、そこに様々な濃度 1本章で述べる濃度を基本とする)に なるようにエッセンシャルオ

イルを加えて使用している.

2)作  用

植物によって太陽の熱から形成され脂肪分に名むオイルは,熱 が物質化したものであり,こ の熟

を長時間にわたって放出することができる=こ のことによってオイルクロスは優 しい温かいマント

を形成し,慢 性的に冷えて硬化したプロセスを再ひ温め`そ れをj畠して治癒に導くことができる.

また加えられている各種のエッセンシャルオィルの,そ のハーブに特有な働きも作用することに

なる3

H `オ イルクロス妹法の実施方法

11実 施時間

オイルタどスは始どの場合1就 寝前に貼用するか,症 状の出現する時間常によっては他の時間帯
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にも実施すること力fできる

2)禁 忘

・処方されたハーブやキャリアオイルヘのアレルギー

・場合によっては :H古用部位の創傷や湿潤性のまたは炎症性の皮情疾忠

3)必 要物品

・処方されたオイル

・内布 |オイルクロス)円の木綿のややi挙手の布 | 1 2玉 折りにして,姑 用に必要な大きさにする

。小さなヒニール袋

・外行と安全ビン, もしくは適L7」な衣脱
・内布より周囲が 2～ 3 c m大きめのゃ保温ク′シヨン

・湯たんぽ i暖かくまたは熱く準備したもの

4)保 温クッション

オイルクロスが暖かさをできるだけ長く保てるようにゃオイルクロスを供温クノシヨンで覆う

それは吸湿性がなく,保 温性と通気IV上のある材料で作る:

できれば除脂防していない吸湿性のない綿花か手毛をゃ同様に徐特‖方していない薄子の綿ガーゼ

か,綿 包常か,さ い布の中に入れて,権 う も しくはテープでR占1)合わせる

5)オ イルクロスの作り方

指定されたオイルを内行に,均 一かつ十分に染ふ込ませる 初 ll l lは、布の繊維が乾いているため

ゆっくりと染み込むので,湯 たんぽのJlにビニール袋を置いて、その中に内布を入れそこにオイル

を注ぐと良いiオ イルを温めることで、布に高くあみ込み易くするをその後, |‐分な量のオイルを

継ぎ足す‐

6)準 備

貼用の度にオイルを少し足すと良い!オ イルクロスはいつも 1分にオイルを吸い,豊 かなハーブ

の香りがしなければならない=処 置の直前にオイルクロスをヒニール袋に入れ,保 温クッションと

外布と一緒に,体 温より1～ 2C高 く準備した湯たんぽの上で温める i温めるのに必要な時間は湯

たんぼの温度によって変わる!貼 用の際にクライエントにとって″じヽ地良い温かさでなくてはならな

い

7)注 意事項

オイルクロスは温め過ぎてはならないて

温め過ぎると,オ イルが酸化臭を持ちエッセンシャルオイルの変質を早める,
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シュタイナーの料布家法 (その 2)3

卜1実 施方法

1村品クッションと共にオイルクロスを思部へ置く 外 布で覆い安全ピンで留める.

オイルクロスの場合、オイルの熱の質が寝われてしまわない様に、j山常湯たんぼを併用することは

しない一

1))持続時間
本時間から4/K時間

この治療の問々クライエントが発汗しない様に十分注意する‐

1()1後片付け

オイルクロスを取り除いた後の思部は,数 時間布か衣服で覆いゃlARや冷却から守ると

オイルクロスはヒニール袋に入れ空気から述断して保管する:で なければオイルが空気に触れて酸

化史を持ち, さらにはエ ノセンシャルオイルの師発を招く!

オイルクロスは複数回使用可能である‐香i)が「美味しそうでなくなるまでJ何 度でも使える!

クライエントの思部や肌の状態次第では毎[J使用しても2～ 3週 門使える、

111施行後の体″8、

15ヽ卸分

田.各 神ォィルクロスの処方

1  ア イゼンフー ト (トリカブ ト|オ イル iす冬J F t l言| ! 1立 ( 0 1 e u m  A c o n l u m  n e l ) e l l i s  1 0 ( % )

1作  用

興奮した神経の,た静化

2消チま領域

`神経刺敵 (仔」:神経麻 Ne u r州貫te ) .様々な部位の馬r7 A

3オ イル布の大きさ !痛みに応じた大きさ

2)ユ ーカリオイル !勝1光領域  ( 0 1 e u m  E u c a l y p t i  3 % )

11年  )消

ユーカリオイルは患部を十分に温めることで勝耽筋肉の緊張をとり, リラックスさせ,さ ら

に炎症を抑えるよう作用する

!治療領域

・急性膀枕夕こ、1母性勝耽炎 (Cystitis)

・坂回の夜灰 (Nyktutte)を伴う神経性の勝眺過敏症
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患者の希望に応じて,十 分に暖かい湯たんぽを保温クッションの上に置く ;こうすることで

しばしば痛みや緊張が更に和らげられる。

|]オイルクロスの大きさ :1 5×20  c m

3)カ ミレオイル :腹音B領城  (Oleum Cahamomilla 10%)

《10%濃度のオイルの作り方 :5 mlのキャリアオイルに,10滴のカミレ・エッセンシャルオイル

を加える》

EI作 用

十分に温め,緊 張を解く。

0治 療領城
・胃腸領域の緊張性疼痛
・夜間の神経性の不安
・月経前緊張症

3オ イルクロスの大きさ :約20 X 3 0 c m

4 )キ ヤラウェイ (ヒメウイキョウ)オ イル :腹部領域  ( 0 1 e u m  C a r t l m  c a r v i  1 0 % )

3作  用

キヤラウェイシード (ヒメウイキョウの種子)オ イルは緊張を解き,腸 嬬動を促す

0治 療領域
・鼓腸 (Meteohsmus)

・胃腸領域の緊張

③オイルクロスの大きさ:約20×30 cm

5)ラ ベンダーオイル:胸部領域  (01eum Lavendulae 3%)

《3%濃 度のオイルの作り方 :5 mlのキャリアオイルに, 3滴のラベンダー・エッセンシャルオ

イルを加える》

①作 用

ラベンダーは柔らかい熱を与え,過 度に緊張した神経を鎮め,弛緩し調和するよう作用する

②治療領城
・強い咳漱刺激を伴った気管支炎
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シュタイナーの湿布求法 (その 2)

・肺炎の全↑台促進 (特に小児に適している)

・坂回の咳漱による,肋 骨領城の疼晴

・唯雪性の気告支炎

如何なる授類の症状でも,気 管|えや疼病のある月力骨剖t化、 または胸部全体を巻くように貼用で

きるど

るオイルクロスの大きさ!貼用部位の大きさに応じたもの

6,ソ ルム ・ウリギノズムオイル :肯叶1,類部、力]

このオイルは泥土抽出物 (Solum unginosuFill,栗(鮭sculus),スギす (Equisetum arvense),ラ

ベンダーオイル (Lavandula)を含む

1作  用

心地よく包み込むような熱を伝j三することにより、鎮青年とリラックスの作用をもたらす。

2治療領域
・腰痛 (L u m b a g o )のような塙ムを伴うt打体1の張 い.慢 性的疼痛状態

・椎問枚ヘルエア I D i s k u s h e r n i e  やⅢ4骨神経塙のような神経痛 ( N e u r a l g i e n )

3オ イルクロスの大 きさ !背中へは塙スには じて2 0 X 3 0 c m程 度.

y頁汁悟ゃ ナ意には20X60cm呑11支=

このオイルクロスは顕部,肩 領域からに焼中ヴt部まで当てる,図 1.に 示したような外布を使う

ことで,ク ライエントの動きの自由を妨げ過ぎることなく、かつしっかりと留める事が出来るこ
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頚部 ・肩 ・上腕領域での外布の用い方
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